
通貨指定型
個人年金保険

米国ドル建　ユーロ建　豪ドル建　円建

2020.9改訂

お申込みに際して重要なことがら

積立利率について

新契約時のお取扱いについて

つぎのいずれかを直接の原因として被保険者が年金開始日前に死亡されたときお支払いします。
①責任開始日以後に発生した不慮の事故を直接の原因として、事故発生日からその日を含めて180日以内に死亡されたとき。
②責任開始日以後に発病した所定の感染症を直接の原因として死亡されたとき。

積立利率は所定の指標金利に基づき毎月2回（1日と16日）設定され、契約日時点で設定されている積立利率が適用
されます。お申込みから契約日までの間に積立利率が変更となった場合、変更後の積立利率が適用されますので、15日
および月末近くにお申込みの場合は十分にご注意ください。

お申込みの撤回等
（クーリング･オフ）
について

●お申込者またはご契約者は、ご契約のお申込日またはクーリング・オフ制度に関する記載のある書面（注意喚起情報）
を受取ったことを確認した日のいずれか遅い日からその日を含めて10日以内であれば、書面によりお申込みの撤
回またはご契約の解除をすることができます。
●指定通貨が外国通貨の場合で、お申込みの撤回等をしたとき、一時払保険料を外国通貨でお払込みの場合は外貨建
で、保険料円入金特約を付加して円でお払込みの場合は円で、いただいた一時払保険料と同額を返金します。なお、
返金した外国通貨を円に換算したときに為替差損が生じる可能性があります。
●複数の通貨を指定してお申込みいただいたご契約は、通貨ごとに独立した契約となります。したがいまして、クーリング・
オフのお申し出をしていただく際は、指定通貨ごとのお申し出が必要となります。

告 知 に つ い て 健康状態に関する告知や医師による診査は必要ありません。（職業告知のみ。）

ご契約上のご注意 ●この保険は無配当保険のため、配当金はありません。
●この保険に契約者貸付のお取扱いはありません。
●この保険に高度障害保障はありません。
●この保険は1通貨、1据置期間で1契約となります。（申込書は1枚で複数契約のお申込みができます。）

＊1 保険料円入金特約を付加したご契約については、ご契約者お一人あたり、30日以内のご加入限度は1億円となります。
（指定通貨が外国通貨の場合、一時払保険料について各契約の契約日のTTMで換算した円換算額を用います。）

＊2 死亡時円建支払額最低保証特約を付加する場合、かつ、指定通貨が米国ドルまたはユーロまたは豪ドルの場合は、契約年齢（被保険者）は0～75歳と
なります。
また、据置期間・年金種類によっては契約年齢に制限がある場合があります。 

＊3 死亡時円建支払額最低保証特約を付加する場合、かつ、指定通貨が米国ドルまたはユーロの場合は、据置期間は10年のみとなります。
※米国ドル建のご契約には円建年金原資額最低保証特約を付加した〈円建保証タイプ〉をご用意しております。
　詳しくは専用パンフレットをご覧ください。

指定通貨ごとのお取扱い

金利情勢等によって、指定通貨・据置期間には販売停止期間がある場合があります。

米国ドル ユーロ 豪ドル 円

1万米国ドル
（取扱単位：100米国ドル）

1万ユーロ
（取扱単位：100ユーロ）

2万豪ドル
（取扱単位：100豪ドル）

5億円＊1

100万円
（取扱単位：1万円）

一時
払
保
険
料

保険料円入金特約を
付加しない場合

最低

最高

100万円
（取扱単位：1万円）

100万円
（取扱単位：1万円）

150万円
（取扱単位：1万円）

5億円＊1

－

－

5年・6年・7年・10年 10年2年・3年・5年・6年・7年・10年

保険料円入金特約を
付加する場合

最低

最高

0～80歳契約年齢（被保険者）＊2

据置期間＊3

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。 Gi-J-2020-235（YK：2023.9.30）

ご注
意ください 外貨建保険にかかる為替相

場の変動リスク等やご契約
にかかる費用について、動画
でご確認いただけます。

この商品は生命保険です。預金とは異なり、また、元本割れすることがあります。
為替レートの変動や解約時の市場金利によって、損失が生じることがあります。

詳しくは10～13ページをご確認ください。

2020.9改訂

コールセンター 0120-37-2269（通話料無料）

災害死亡保険金に
ついて



ジブラルタ生命は、世界最大級の金融サービス機関
プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です。

プルデンシャル
本社ビル
（アメリカ・ニュージャージー州ニューアーク）

本社を置く
プルデンシャルタワー
（東京・永田町）

【プルデンシャル・ファイナンシャルについて】

通貨分散による資産運用が可能な時代、外貨を賢く活用しませんか？
10年国債利回りで比較すると、各国と日本には金利差があります。

※上記は過去の数値を示したもので、将来における利回り・為替相場を保証または示唆するものではありません。

近い将来に備えて、「通貨」の特徴を活かした資産の 運用をしてみませんか?

［米国ドル］［ユーロ］［豪ドル］［日本円］の4種類の通貨をお取扱いします。

当パンフレットには、商品の仕組みや特徴をわかり易くご案内するために商品の概要を記載しています。
詳細については、必ず「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報）」「ご契約のしおり・約款」をご覧く
ださい。なお、当パンフレットに記載しているお取扱いについては、実際にお取扱いを行う時点における、
当社所定の範囲内でのお取扱いとなります。
「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報）」「ご契約のしおり・約款」は、商品内容の詳細や“保険金
等をお支払いできない場合”などのお客さまにとって不利益となる事項、ご契約についての大切な事項な
どを記載したものです。

この保険には為替リスク、お客さまにご負担いただく費用および市場リスクがあります。
この保険は指定通貨が外貨の場合に、円で払込まれ、または円で受取る場合、為替相場の変動による
影響を受けます。したがいまして、受取時の為替相場で円に換算した保険金等の額が、保険料払込時の
為替相場で円に換算した一時払保険料相当額を下回ることがあり、損失を生じるおそれがあります。

詳しくは10～13ページの「為替リスクについて」「ご契約にかかる費用について」「解約（減額）について」をご覧ください。

必ず

ご確認ください

ご注
意ください 

プルデンシャル・ファイナンシャルは、世界最大級の金融サービス機関です。
140年以上の歴史を誇り、主要事業の「米国内個人ソリューション事業
部」、「米国内企業ソリューション事業部」、「PGIM事業部（旧資産運用
事業部）」、「国際保険事業部」、「アシュアランスIQ事業部」等を通じて、
米国、アジア、ヨーロッパ、ラテンアメリカを拠点とし、世界40カ国以上の
法人および個人のお客さまにサービスを提供しています。

日本円米国ドル ユーロ 豪ドル

圧倒的な流通量を誇る
世界の基軸通貨

「第2の基軸通貨」として
広く流通

最高格付けの
高金利通貨

安全資産とされる
世界三番目の主要通貨

米国ドル・ユーロに次いで三番
目に多く取引されている、世界
の主要通貨です。低金利が長く
続いていますが、近年は、有事の
際にリスク回避資産として買わ
れる傾向にあります。経済的に
米国との関係が深いことから、
米国の経済指標や金融政策に
も大きく影響されます。

世界の「基軸通貨」として長く
君臨する米国ドル。米国内は
もちろん、国同士の貿易の決済
から個人の観光地での支払いに
至るまで世界中で広く使用され
ています。世界屈指の経済力を
バックにした信用力で、外国為替
市場でも圧倒的な流通量を
誇る主要通貨ナンバー1です。

国債の最高格付けを持つオー
ストラリア。豪ドルは、相対的な
高金利も魅力となり、投資対
象として人気が高い通貨です。
資源を豊富に有するため、資源
価格や資源の輸出割合が多い
中国の景気動向に左右されや
すい側面があります。

EUの統一通貨として1999年
に導入され、現在19カ国が参加
するユーロ。参加各国間の経済
格差が大きく、欧州債務危機を
経験しましたが、EU域内のみ
ならず世界の外為取引におい
ても広く流通し、米国ドルに次ぐ
「第2の基軸通貨」としての地位
を保っています。

※上記は一般論として「通貨」の特徴についてお伝えすることを目的としています。内容については将来変わる可能性があります。
※国際決済銀行Triennial Central Bank Survey Foreign exchange turnover in April 2013:preliminary global results、オーストラリア政府
Australian Office of Financial Management Australian Government Credit Ratings、外務省「第二回国際経済・金融システム研究会」第一部
〈基調報告〉を参考に株式会社セールス手帖社保険FPS研究所作成

※Bloombergの情報に基づき当社で作成

※Bloombergの情報に基づき当社で作成

対外国通貨の為替相場の推移（2010年～）

各国の国債利回りの推移

※GDP（国内総生産）とは、国内の経済活動全体を通じ、一定期間内にどの程度の経済的な付加価値が生み出されたかを示すもので、国の経済力を示
すひとつの目安となります。名目GDPは、国内で生産した金額を単純に合計したものです。
※名目GDP出所：World Bank, World Development Indicators, April 9, 2020 より

日本の名目GDP

2018年

アメリカの名目GDP

2018年

ユーロ圏の名目GDP

2018年

オーストラリアの名目GDP

2018年

4兆9,713億
米国ドル

20兆5,443億 
米国ドル 13兆6,466億 

米国ドル
1兆4,339億
米国ドル
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通貨●B
いくつかのカゴに分散！

もしカゴを落としたら！

「通貨分散」による資産運用。
それができる方法をご提案します

DOWN

UP

●卵を資産として考えてみると● ●複数の通貨に分散してリスク低減を図る●

通貨●A
通
貨
●
の
損
失
を
●
と
●
で
カ
バ
ー
で
き
る
可
能
性
も！

A

B

C

通貨●C

!

※上記は分散投資によるリスク低減の効果例をイメージ化したもので、リスク低減を保証するものではありません。

いま、資産運用の鍵は「分散」

通貨を分散 「すべての卵をひとつのカゴに入れるな」とは、

資産運用における「分散」の大切さを示す格言のひとつ。

すべての卵をひとつのカゴに入れてしまうと、

カゴを落としたら卵がすべて割れてしまいます。

あらかじめいくつかのカゴに分けておけば、ひとつのカゴを落としても、

被害は最小限で抑えることができるというもの。

通貨もまさに同じことが言えます。

資産を複数の通貨で保有していれば、

ひとつの通貨の価値が下がり損失が出たとしても、

もし、相対的に他の通貨の価値が上がればどうでしょう、

トータルで資産の損失を防ぐことができませんか？

あなたの大切な資産を上手に育て、守っていくために、

運用手段のひとつとして、

「通貨分散」を考えてみてはいかがでしょうか。

!
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▲
60歳

▲
50歳

据置期間（10年）

災害死亡保険金

積 立 金
（米国ドル建）

死亡保険金

◆契約年齢（被保険者）／50歳（男性）◆一時払保険料／50,000米国ドル
◆据置期間／10年◆年金開始年齢／60歳◆受取方法／確定年金（10年）
◆死亡時円建支払額最低保証特約なし

ご契約例

災害死亡保険金

積 立 金
（ユーロ建）

死亡保険金

災害死亡保険金

積 立 金
（豪ドル建）

死亡保険金

500
万円

500
万円

500
万円

分
散

分
散

分
散

解約返戻金

一時払保険料＝基本保険金額

＊1為替レート＊1が1米国ドル＝100円の場合
50,000米国ドル

5,000,000円

指定通貨
米国ドル

一時払保険料＝基本保険金額
50,000ユーロ

5,000,000円

指定通貨
ユーロ

＊1為替レート＊1が1ユーロ＝100円の場合

一時払保険料＝基本保険金額
50,000豪ドル

5,000,000円

指定通貨
豪ドル

＊1為替レート＊1が1豪ドル＝100円の場合

◆契約年齢（被保険者）／50歳（男性）◆一時払保険料／50,000ユーロ
◆据置期間／10年◆年金開始年齢／60歳◆受取方法／確定年金（10年）
◆死亡時円建支払額最低保証特約なし

ご契約例

◆契約年齢（被保険者）／50歳（男性）◆一時払保険料／50,000豪ドル
◆据置期間／10年◆年金開始年齢／60歳◆受取方法／確定年金（10年）
◆死亡時円建支払額最低保証特約なし

ご契約例

1,500
万円
1,500
万円

※市場金利に連動した市場価格
　調整を行い、増減することがあります。

解約返戻金
※市場金利に連動した市場価格
　調整を行い、増減することがあります。

解約返戻金
※市場金利に連動した市場価格
　調整を行い、増減することがあります。

＊1 表示の為替レートは円換算のための目安として例示しています。（為替レートについて詳しくは10ページをご覧ください。）
＊2 積立利率 米国ドル：年1.5％、ユーロ：年1.0％、豪ドル：年1.0％は例示です。実際の積立利率は契約日において適用されている積立利率となりますので、例示 の利率を下回ることがあります。
＊3 例示の年金額は、年金額算出のための予定利率＊およびその他当社所定の基礎率等を用いて試算したものです。実際の年金額は、年金開始日における予 定利率およびその他当社所定の基礎率等を適用して計算されますので、経済
情勢等により、基礎率等が変更された場合には、例示の年金額を下回る可能性があります。
＊予定利率とは、将来の資産運用による収益をあらかじめ見込んで割引く際に用いる利率のことをいいます。なお、この保険に適用される予定利率といわゆ る利回りとは異なります。

＊4 例示の円の年金額は年金開始日における為替レートを1米国ドル＝100円、1ユーロ＝100円、1豪ドル＝100円として円に換算した年金原資額をもとに試算した ものです。実際の年金額は、年金開始日における当社所定の為替レートを適用
して円換算した年金原資額をもとに計算されます。

例えばお手元に
1,500万円
あったとして…

4つの通貨から選んで運用。将来の安心と夢が ふくらむ個人年金保険です。
ジブラルタ生命の通貨指定型個人年金保険  米国ドル建 ・ ユーロ建 ・ 豪ドル建 ・ 円建

年金原資
年 金

年金原資
年 金

年金原資
年 金

指定通貨は、上記の米国ドル・ユーロ・豪ドルにかえて、
円もお選びいただけます。

積立利率年1.5％＊2のとき
58,027.04米国ドル

5,802,704円
年金開始日における為替レート＊1が
1米国ドル＝100円の場合

確定年金（10年）受取総額
約60,000米国ドル

約5,870,000円

＊3

＊3＊4
円にてお受取りの場合（円支払特約により）

積立利率年1.0％＊2のとき
55,231.11ユーロ

5,523,111円
年金開始日における為替レート＊1が
1ユーロ＝100円の場合

確定年金（10年）受取総額
約55,900ユーロ

約5,590,000円

＊3

＊3＊4
円にてお受取りの場合（円支払特約により）

積立利率年1.0％＊2のとき
55,231.11豪ドル

5,523,111円
年金開始日における為替レート＊1が
1豪ドル＝100円の場合

確定年金（10年）受取総額
約57,100豪ドル

約5,590,000円

＊3

＊3＊4
円にてお受取りの場合（円支払特約により）

約5,710豪ドル
円にてお受取りの場合（円支払特約により）
約55.9万円

年間年金受取額

＊3＊4

＊3

約5,590ユーロ
円にてお受取りの場合（円支払特約により）
約55.9万円

年間年金受取額

＊3＊4

＊3

約6,000米国ドル
円にてお受取りの場合（円支払特約により）
約58.7万円

年間年金受取額

＊3＊4

＊3

MERIT1

4種類の通貨を
自在に組み合わせた
 資産形成が可能です。

積立金の運用は指定通貨で行います。した
がいまして、指定通貨で一時払保険料の
お払込みや年金・保険金・解約返戻金等を
お受取りいただけますので、4種類の通貨に
よる資産形成が可能です。

MERIT3

特約により「円」での
お取扱いも可能です。

MERIT2

年金開始まで固定利率で
運用します。

積立金は、据置期間中一定の積立利率（固定
利率）で運用されます。積立利率は市場金利
に基づき、据置期間に対応して、ご契約時に
設定されます。
（年0.05％＊が最低保証されています。）
＊死亡時円建支払額最低保証特約を付加した場合は除きます。

特約を付加することにより、円で一時払保険
料のお払込みや年金・保険金・解約返戻金等
をお受取りいただけます。

（指定通貨が外国通貨の場合）

MERIT4

特約により、円建の
死亡保険金について

元本割れを
 避けることができます。

（指定通貨が外国通貨の場合）

※この保険で元本とは「基本保険金額」をさします。

死亡時円建支払額最低保証特約を付加す
ることで、死亡保険金について一時払保険
料相当額（円換算）を最低保証します。
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年金でお受取り
ご契約時に、確定年金（10年）または10年保証期間付終身年金をお選びいただきますが、つぎのいずれの方法でもお受取りになれます。
（年金開始年齢により選択できない方法もあります。また、当社所定の年金額に満たない場合はお取扱いできないことがあります。）

1

年
金
原
資

確定年金

一時金でお受取り（積立金の全額を一時支払）
年金開始時に年金受取に代えて、「年金開始日の前日末における積立金」（年金原資）を一時金でお受取りになれます。

2
年
金
原
資

一時支払

…

年金支払期間
（5年・10年・15年・20年・25年・30年・35年・40年）

生きている限り年金受取
保証期間（5年・10年・15年・20年）

積立金の
一時支払

一時金＋年金でお受取り（積立金の一部を一時支払）
年金開始時に「年金開始日の前日末における積立金」（年金原資）の一部を一時金でお受取りになり、残った積立金を年金でお受取りになれます。

3

年
金
原
資

一時支払

年金支払
積立金の一部
一時支払 年金でのお受取方法は

　　をご覧ください。1

年
金
原
資

保証期間付
終身年金

年
金
原
資

保証期間付
夫婦連生終身年金

年
金
原
資

保証金額付
終身年金

年金の受取期間

年金の受取期間

… 生きている限り年金受取
保証金額（年金原資相当額）

…
ご夫婦のどちらか一方が
生きている限り年金受取
保証期間（5年・10年・15年・20年）年金の受取期間

ご希望に合わせて、お受取方法が選べます。

年金支払期間

年金の受取期間

▲
年金開始日

●被保険者が年金支払日に生存されて
いる限り、年金をお受取りいただけます。
●死亡一時金保証期間中に被保険者が
亡くなられた場合は、死亡一時金（年金
原資額から既払年金総額を差引いた
金額）をお支払いします。
＊既払年金総額がはじめて年金原資額を
超える年金支払日の前日までの期間を
いいます。

■保証金額付終身年金 

年
金
原
資
額

死亡一時金保証期間＊

死亡一時金
年金受取総額
（既払年金総額）

年金原資額から既払年金総額を差引いた金額

（一時支払金額および年金額とも、当社所定の金額に満たない場合はお取扱いできないことがあります。）

※一部一時支払の場合、残った積立金のお取扱いは年金でのお受取りのみになります。

保証期間

保証金額(年金原資相当額）

保証期間

年金開始日の繰延べ
年金開始日の翌日からその日を含めて最長1年、年金開始日を繰り延べることができます。また、繰延べ期間中であれば、年金開始日を
繰り上げることもできます。

4

繰
延
べ
期
間

年
金
原
資

年金開始日の
繰延べ

その後のお受取方法は、
　　　　　　 から選べます。1 2 3

▲
年金開始日 

▲ 
繰延べ後の
年金開始日

5※繰延べのお取扱いは1回を限度とします。また、繰延べ後の再度の繰延べや「据置期間の再設定」（　 を参照）のお取扱いはできません。
※繰延べ期間中の解約や減額のお取扱いはできません。
※繰延べ期間中に死亡された場合は、死亡日における積立金相当額をお支払いします。（災害死亡保険金のお支払い、死亡時円建支払額
　最低保証特約の適用はありません。）

当社所定の範囲内で、据置期間満了時の年齢が90歳＊になるまで、「据置期間の再設定」を何回でもできます。
（据置期間は再設定時に取扱っている年数の範囲から選択し、積立利率も再設定のつど新たに設定されます。）

据置期間の再設定5

年
金
原
資

通貨変更による「据置期間の再設定」でご契約を継続することもできます。通貨変更

当初の据置期間 再設定された据置期間 再設定された据置期間

その後のお受取方法は、
　　　　　　　　  
から選べます。
1 2 3 4

通貨変更

一時
払
保
険
料

積 

立 

金

基
本
保
険
金

▲
据置期間満了日

▲
据置期間の再設定日

新たな据置期間・指定通貨の変更を申し出

米国ドル建 豪ドル建

そろそろ満了になるけれど、当面使う予定がないので、このまま延長したい。
今度は以前から注目していた豪ドルで運用してみたいのだが…。

再設定された据置期間7年

通貨変更の例

据置期間の
再設定

＊死亡時円建支払額最低保証特約を付加した場合は85歳。
※円建年金原資額最低保証特約を付加した場合は、お取扱いできません。

※死亡時円建支払額最低保証特約を付加した場合は、お取扱いできません。

再設定 再設定

当初の据置期間10年

※通貨変更にあたっては、再設定日における当社所定の為替レートを用いて、変更前の通貨の積立金額を、変更後の通貨に換算した金額を再
設定日以後の基本保険金額とします。当社所定の為替レートは当社が指標として指定する金融機関が公示する、再設定日における、次の式
により得られるレートを下回ることはありません。
【計算式】「変更前の通貨のTTB＊1（対顧客電信買相場）/変更後の通貨のTTS＊1（対顧客電信売相場）」

※再設定日以後の基本保険金額が当社所定の金額（1,000米国ドル、1,000ユーロ、1,000豪ドルまたは10万円）＊2に満たないとき
はお取扱いできません。
＊1 TTS・TTBについて、詳しくは10ページをご覧ください。
＊2 将来変更される可能性もあります。

再指定した新通貨
［豪ドル建］当初の指定通貨

［米国ドル建］

年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金 年金

一生涯にわたって年金を受取れます
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＋0.5円＊2

＋0.5円＊2

＋0.5円＊2

－0.01円＊2

－0.02円＊2

－0.03円＊2

※当社所定の為替レートは、当社が指標として指定する銀行の為替レートを基準としています。また、TTMとTTS・TTBとの幅は各金融機関によって異なります。
※換算の基準となる日が、指標として指定する銀行の休業日の場合は、その日の直後の営業日とします。
※TTSまたはTTBは、1日のうちに公示の変更があった場合、その日の最初の公示値とします。

当社が指標として指定する
銀行のTTSを上回らない所
定の換算レート

当社所定の為替レート

当社が指標として指定する
銀行のTTBを下回らない
所定の換算レート

当社所定の為替レート

■米国ドル購入時（ご契約時を想定）

1米国ドル＝70円 【円高】
700万円

為替リスクについて（指定通貨が外国通貨の場合）

この保険を「円」でお取扱いする際、指定通貨である外国通貨を円に換算するために用いるレートは、
時々刻 と々変化する為替レートに基づき日々当社が設定するものです。

当社所定の為替レートについて（指定通貨が外国通貨の場合）

為替差損あり

1米国ドル＝130円 【円安】
1,300万円1米国ドル＝100円 

1,000万円　      ［10万米国ドル］

為替差益あり

■円購入時（受取時を想定）

お客さま ジブラルタ生命

当社が指標として指定する銀行のTTS（対顧客電信売相場）＊1を上限とします。

当社が指標として指定する銀行のTTB（対顧客電信買相場）＊4を下限とします。

為替
リスクの
例

円で保険料等を
お払込み
いただく場合

円で年金・
保険金を

お受取りになる
場合等

豪ドル

米国ドル

ユーロ

豪ドル

米国ドル

ユーロ

円

円

為替リスクに備える安心の機能があります。（指定通貨が外国通貨の場合）

※為替リスクおよび当社所定の為替レートについて、詳しくは10ページをご覧ください。

死亡時円建支払額
最低保証特約

円建の死亡保険金について元本割れを避けることができます。

この特約を付加することにより、死亡保険金について一時払保険料相当額（円換算）を最低保証します。
（この特約を付加した場合でも、死亡保険金を指定通貨である外国通貨でお受取りいただけます。）

機能

1

円支払特約

「円」で年金原資を確定し、以後の為替リスクを回避できます。
機能

2

死亡保険金
（円換算）

積立金
一時払保険料

基本保険金額

▲ 
死亡時

▲ 
50歳

死亡時円建支払額最低保証特約を付加している場合 つぎの1、2のうち、いずれか大きい金額

＊「当社所定の為替レート」について、詳しくは10ページをご覧ください。

死亡保険金等の年金方式での
お受取りについて

死亡されたときにお支払いする金額

遺族年金特約を付加することにより、死亡保険金・災害
死亡保険金・死亡一時金をご遺族の方（受取人）が、年金で
お受取りになれます。一部を年金で受取り、残りを一括で
お受取りになることも可能です。

※死亡一時金のお受取りにかえて、残った保証期間中（確定年金では、残った年金支払期間中）継続 
　して年金をお受取りになることもできます。ただし、保証金額付終身年金ではお取扱いはありません。
※年金の種類等については7ページをご覧ください。

保証期間中（確定年金では年金支払期間中）、被保険者（保証期間付夫婦連生終身年
金ではご夫婦の両方）がお亡くなりになった場合の未払年金現価。

■年金開始日以後の死亡
　［死亡一時金］

1.死亡日における当社所定の為替レート*を用いて、上記支払額を円に換算した金額
2.つぎの金額
①一時払保険料を「円」により払込んでいた場合
　円による一時払保険料の金額
②一時払保険料を「外国通貨」により払込んでいた場合
　保険料を当社が受領した日における当社所定の為替レート*を用いて、一時払保
　険料の金額を円に換算した金額

●米国ドル建のご契約には、「円建年金原資額最低保証特約」および「死亡
時円建支払額最低保証特約」を付加した〈円建保証タイプ〉をご用意して
おります。詳しくは専用のパンフレットをご覧ください。

※この特約を付加したときの積立利率は、この特約を付加しないときに
比べて低くなります。（最低保証利率年0.05％を下回ることがあります。）
※この特約の中途付加ならびにこの特約の解約はできません。

この特約により、年金開始日における当社所定の為替レートで、年金開始日の前日末における積立金額を
円に換算し、「円」の年金原資を確定させるので、以後の為替リスクを回避することができます。

年金開始日の繰延べ
ご契約者の判断で、「年金開始日の繰延べ」により、「円」または指定通貨である「外国通貨」での年金原資
の確定を先送りすることができます。また、繰延べ期間中であれば年金開始日を繰り上げることができま
すので、為替動向から判断した柔軟な対応が可能です。

お受取りの時期をずらすことにより、為替相場の変動に柔軟な対応ができます。
機能

3

【確定年金・保証期間付終身年金・保証期間付夫婦連生終身年金の場合】

死亡一時金保証期間中、被保険者がお亡くなりになった場合、年金開始日の前日末に
おける年金原資額から既払年金総額を差引いた額。

【保証金額付終身年金の場合】

■据置期間中の災害による死亡
　［災害死亡保険金］
死亡保険金に加えて、死亡日における積立金の10％相当額。

死亡日における積立金相当額。ただし、死亡日における解約返戻金額を下回る場合は、解約返戻金額。 遺族年金特約

年金支払期間
死
亡
保
険
金・

災
害
死
亡
保
険
金・

死
亡一時
金

年
金
基
金

確定年金

5年・10年・15年・20年・25年・
30年・35年・40年から選択充

当

■据置期間中の死亡
　［死亡保険金］

この保険は指定通貨が外国通貨の場合、外国通貨を円に換算するときに為替相場の変動による影
響を受けます。
したがいまして、年金受取総額等（外国通貨）を円に換算した場合の金額が、お払込みいただいた
一時払保険料相当額（円）を下回ることがあり、損失を生じるおそれがあります。
ただし、指定通貨が外国通貨で死亡時円建支払額最低保証特約を付加する場合には、据置期間中の
死亡保険金額について一時払保険料相当額（円換算）を最低保証します。
●この保険にかかる為替リスクは、契約者および受取人に帰属します。
●円で保険料等をお払込みいただく場合の為替レートと円で年金・保険金をお受取りになる場合等
の為替レートには為替交換手数料が含まれております。したがいまして、為替相場に変動がない
場合であっても、お受取りになる円換算の金額がお払込みになった一時払保険料相当額を下回る
ことがあり、損失を生じるおそれがあります。

※以後、受取通貨の変更はできません。
※円支払特約はお申込時の付加となります。
※年金開始日における為替相場により円に換算した年金受取総額等が、保険料払込時の為替相場により円に換算した一時払保険料相当額を下回る場合があります。

※受取人の年金開始年齢によりお取扱いできない年金支
払期間もあります。また、当社所定の年金額に満たない
場合はお取扱いできないことがあります。この場合、死
亡保険金・災害死亡保険金・死亡一時金を一括でお受
取りいただくことになります。

＊2 2020年9月1日現在。将来変更される可能性もあります。

＊1 一般的にお客さまが円を外国通貨に換える際の為替レート

適用する為替レートの基準値 = 当社が指標として指定する銀行のTTM（対顧客電信仲値）＊3 
＊3 銀行間の取引レート（為替相場の基準値）

＊4 一般的にお客さまが外国通貨を円に換える際の為替レート
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積立利率について

●外国通貨の取扱いによりご負担いただく費用

【円で保険料等をお払込みいただく場合の費用】

お払込みいただいた一時払保険料は、積立金として投入され、ご契約時に適用された積立利率で運用します。積立
利率は当社所定の率から保険関係費用＊1を差引いた利率となります。

外国通貨の取扱いによりご負担いただく費用

●当社所定の為替レートには以下の為替交換手数料が含まれております。
［米国ドル：０.５円/１米国ドル］［ユーロ：０.5円/１ユーロ］［豪ドル：0.5円/１豪ドル］＊2

【円で年金・保険金をお受取りになる場合等の費用】
●当社所定の為替レートには以下の為替交換手数料が含まれております。
［米国ドル：０.０１円/１米国ドル］［ユーロ：０.０２円/１ユーロ］［豪ドル：０.０３円/１豪ドル］＊2

●外国通貨の取扱いによりご負担いただく費用

【外国通貨で保険料等をお払込みいただく場合や年金・保険金をお受取りになる場合等の費用】
●お取扱いの金融機関により、当社が負担する送金手数料とは別に、お客さま負担となる諸手数料が必要な場合が
あります。（金融機関ごとに諸手数料は異なるため、一律に記載できません。詳しくは取扱金融機関にご確認くだ
さい。）

【据置期間を再設定するときに通貨を変更される場合の費用】
●据置期間を再設定するときに再設定前の通貨と再設定後の通貨を変更される場合には、当社所定の為替レート＊3を
用いて再設定後の通貨により基本保険金額を変更しますので、費用が発生します。なお、この費用の額は、再設定時
に当社が使用する各通貨を換算するレートの変動により変わることがあるため、一律に記載することができません。

＊1 保険関係費用とは、災害死亡保障費率や保険契約の締結・維持に必要な費用としてそれぞれ新契約費率および維持費率を加えた
ものをいいます。死亡時円建支払額最低保証特約を付加された場合には、さらに死亡時円建支払額最低保証費率※（積立金額に対し
て米国ドルの場合年0.17%、ユーロの場合年0.21％、豪ドルの場合年0.35％）を加えたものをいいます。
※死亡時円建支払額最低保証費率とは、死亡保険金の支払額について円建による一時払保険料相当額を最低保証するために要する
率をいいます。

年金支払期間中に年金で受取る場合にご負担いただく費用
年金開始日以後、受取年金額に対して1.0%＊4を年金支払日に積立金から控除します。

解約（減額）の際にご負担いただく費用
解約（減額）する日の積立金に対し、据置期間に応じて所定の解約控除率を乗じた金額を解約（減額）の際にご負担
いただきます。

ご契約にかかる費用について

積立利率と、円でお取扱いする場合の為替レートは、つぎの方法でご確認いただけます。

※死亡時円建支払額最低保証特約における死亡保険金額を決める際、指定通貨である外国通貨で一時払保険料をお払込みになっていた場合は、保険料
受領日における円で年金・保険金をお受取りになる場合等の為替レートを適用して円換算を行います。
※為替レートについて、詳しくは10ページをご覧ください。

円で支払った保険料の当社受領日
（着金日）

被保険者の死亡日

解約日・減額日
（所定の必要書類を当社にて受理した日）

年金開始日

年金開始日

円で年金・保険金を
お受取りになる場合等の
為替レート

円で保険料等を
お払込みいただく場合の
為替レート

年金・死亡一時金

積立金の一時支払

解約返戻金

死亡保険金・災害死亡保険金

一時払保険料

対象 換算基準日 適用する為替レート
円でお取扱いする場合の為替レートについて（指定通貨が外国通貨の場合）

https://www.gib-life.co.jp/
コールセンター（通話料無料） インターネット（ホームページ）

受付時間 平日9:00～18:00・土曜9:00～17:00（日・祝・12/31～1/3を除く）

ミ　 ナ 　　ジ　 ブ   ロック

0120-37-2269

●積立利率は、毎月15日と末日（休日の場合には前営業日）にご案内し、翌営業日が契約日になるご契約から適用になります。
●円で保険料等をお払込みいただく場合の為替レートと円で年金・保険金をお受取りになる場合等の為替レートは毎営業日に、米国ドル
は午前10時半頃、ユーロ・豪ドルは午前11時頃からご案内します。

●この特約により、外貨建の保険料を円によりお払込みいただけます。
●保険料円換算額は、当社所定の金額の範囲内でご契約者にご指定いただき、お払込みいただきます。
　この場合、お払込みいただいた保険料円換算額にもとづき、基本保険金額を計算します。（保険料
円換算額を定める場合の特則）

　保険料円換算額とは、ご契約者にお払込みいただいた円建の金額のことです。

保険料
円入金
特　約

＊4 2020年9月1日現在の費用です。将来変更される可能性もあります。

＊2 2020年9月1日現在の費用です。将来変更される可能性もあります。
＊3 当社所定の為替レートは、当社が指標として指定する金融機関が公示する、再設定日における、次の式により得られるレートを下回
ることはありません。
［再設定日における再指定前の通貨のTTB（対顧客電信買相場）／再設定日における再指定後の通貨のTTS（対顧客電信売相場）］
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◎市場価格調整率により、この保険契約に「適用されている積立利率＊2」が「解約日（減額日）に計算される積立利率＊3＋0.3％」より
　高いときは解約返戻金額が増加し、低いときは減少します。

経過年数＊5

＊5 経過年数は、契約日＊6からその日を含めて解約日（減額日）までの年数とします。
＊6 据置期間を再設定した場合は、再設定された据置期間の開始日とします。

市場価格調整率
運用資産（債券等）の価値の変化を解約返戻金に反映させるもので、経過年数と市場金利の動きに連動します。

＝1－市場価格調整率
1＋適用されている積立利率＊2

1＋解約日（減額日）に計算される積立利率＊3＋0.3％

残存月数＊4
12

1

解約控除率
解約日（減額日）の積立金に下記の解約控除率を乗じた金額を積立金から差引きます。

2

解約（減額）について 税金のお取扱いについて

■年金開始日前（据置期間中）であれば、いつでも保険契約を解約（減額）できます。
■減額後の基本保険金額は、当社所定の金額以上であることが必要です。
■解約（減額）時には、下記の式により算出される金額が解約返戻金として支払われます。

＊1 所定の必要書類が当社に到着した日となります。

解約返戻金 ＝ 解約日（減額日）＊1の積立金 × （1－　   　　　　　　　   －　　　　　　　　 ）市場価格調整率 解約控除率1 2

2年

3年

5年

6年

7年

10年

据置
期間 1年未満 1年以上～

2年未満
2年以上～
3年未満

3年以上～
4年未満

4年以上～
5年未満

5年以上～
6年未満

6年以上～
7年未満

7年以上～
8年未満

8年以上～
9年未満

9年以上～
10年未満

2.0％
3.0％
5.0％
6.0％
7.0％
7.0％

1.0％
2.0％
4.0％
5.0％
6.0％
6.3％

1.0％
3.0％
4.0％
5.0％
5.6％

2.0％
3.0％
4.0％
4.9％

1.0％
2.0％
3.0％
4.2％

1.0％
2.0％
3.5％

1.0％
2.8％ 2.1％ 1.4％ 0.7％

※据置期間の再設定が行われた場合には、つぎのとおりの率となります。
（表中の解約控除率×0.6）

知っておいていただきたい税制上のお取扱い

税務上の換算レート
（外国通貨でお払込みもしくは保険金等をお受取りになる場合）

死亡一時金または継続して年金をお受取りになる場合
～年金開始日以後の死亡時～ 

年金原資を一括でお受取りになる場合
（積立金の一時支払）

（災害）死亡保険金をお受取りになる場合
～据置期間中の死亡時～

解約返戻金をお受取りになる場合

年金でお受取りになる場合

お払込みいただく保険料について

＊1 源泉徴収税額の計算等、当社の行う税務計算の方法は下記のと
おりです。
TTM：当社が指標として指定する銀行のTTM
TTB：TTBに準じる為替レートとして当社所定の「円で年金・保険

金をお受取りになる場合等の為替レート」を用います。
＊2 保険料円入金特約により円で保険料をお払込みになっている場合
は、円で支払った金額となります。

＊3 円支払特約または死亡時円建支払額最低保証特約により円でお受
取りになっている場合は、円で受取った金額となります。

科　目

一時払保険料＊2

解約返戻金＊3

積立金の一時支払＊3

年　　　　金＊3

死 亡 保 険 金＊3

災害死亡保険金＊3

死亡一時金＊3

円換算日

保険料受領日

被保険者の死亡日

年金支払日

一時金支払日

解約日・減額日

TTM（対顧客電信仲値）

〈所得税の対象となる場合〉
TTM（対顧客電信仲値）

TTM（対顧客電信仲値）

〈相続税の対象となる場合〉
TTB（対顧客電信買相場）

換算時の為替レート＊1

この保険の税法上のお取扱いについては、外国通貨を円に換算し
たうえで、円建の生命保険と同様のお取扱いとなります。一般的に
つぎの為替レートを適用し、円に換算するものとされています。
詳しくは所轄の税務署等にご確認ください。

■ご契約者（保険料負担者）と被保険者が同一人の場合
　相続税の課税対象となります。

■ご契約者（保険料負担者）と死亡保険金受取人が同一人の場合
　一時所得として所得税と住民税の課税対象となります。

■ご契約者（保険料負担者）と被保険者・死亡保険金受取人がそれ
ぞれ異なる場合
　贈与税の課税対象となります。

■ご契約者（保険料負担者）が年金受取人の場合
　毎年の年金受取時に、雑所得として所得税と住民税の課税対象
　となります。

■ご契約者（保険料負担者）と被保険者・年金受取人が同一人の場合
　●死亡一時金を相続人等が受取る場合
　　相続税の課税対象となります。

■ご契約者（保険料負担者）と被保険者が異なる場合
　●死亡一時金をご契約者が受取る場合
　　一時所得として所得税と住民税の課税対象となります。
　●死亡一時金にかえて継続して年金をご契約者が受取る場合
　　毎年の年金受取時に、雑所得として所得税と住民税の課税
　　対象となります。   

■ご契約者（保険料負担者）が年金受取人の場合
　●確定年金を選択し、据置期間が5年以下の場合
　　差益が源泉分離課税（所得税・住民税）の対象となります。
　●上記以外の場合
　　一時所得として、所得税と住民税の課税対象となります。

■ご契約者（保険料負担者）と年金受取人が異なる場合
　一括受取金額を評価額として贈与税の課税対象となります。

　●確定年金を選択し、契約後5年以内に解約（減額）した場合
　　解約差益が源泉分離課税（所得税・住民税）の対象となります。
　●上記以外の解約（減額）の場合
　　一時所得として、所得税と住民税の課税対象となります。

一般生命保険料控除の対象となります。
一時払保険料の生命保険料控除はご契約の年のみ対象となります。
※個人年金保険料控除の対象ではありません。

一時所得の課税対象金額＝
｛［収入金額－必要経費（払込保険料等）］－特別控除額（50万円）｝×1/2

年間50万円の特別控除額があり（他の一時所得と合算されて適用さ
れます）、特別控除額の50万円を超える部分について、その2分の1の
金額が他の所得と合算されて総合課税されます。

■一時所得の課税対象金額

この保険は、運用資産（債券など）の価値の変化を解約返戻金に反映させるため、市場金利に連動した
市場価格調整を行い、解約返戻金は増減することがあります（解約日に計算される積立利率+0.3％が、
この保険契約に適用されている積立利率より高い場合には、解約返戻金は減少します）。また、据置
期間中に解約する場合は、解約控除がかかるため、解約返戻金は一時払保険料相当額を下回ること
があり、損失を生じるおそれがあります。

＊2 解約日（減額日）にこの保険契約に適用されている積立利率
＊3 解約日（減額日）を契約日として、この保険契約の据置期間と同一の据置期間の新たな保険契約を締結すると仮定した場合に、その新たな保険契約
に適用される積立利率

＊4 解約日（減額日）からその日を含めて据置期間の満了日までの月数（月数未満切り上げ）
※市場価格調整率の詳細につきましては、「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。　

当パンフレットに記載している税務取扱については、2020年8月現在のものであり、法律改正および制度改正等により変わる
場合があります。
個別の税務取扱につきましては、所轄の税務署等にご確認ください。
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